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要  旨   

本研究の目的は看護学生を対象に臨床実習における自覚的疲労症状を縦断的に調査  

し、自覚的疲労症状の因子構造及びその変化を明らかにすることである。A大学医療  

技術短期大学部看護学科3年次学生226名を対象に、自覚的疲労症状の調査項目（54  

項目）にて自覚的疲労症状（実習前・中・後）を調査し、因子分析を行った。その結  

果、自覚的疲労症状（実習前・中・後）の因子構造は各6因子が抽出され、実習にお  

ける学生の疲労現象の構造が明らかになった。縦断的にみて、実習前の「失感情」、  

実習中の「下肢倦怠感」と「肩こり」、実習後の「休息欲求」因子が異なる国子とし  

て明らかになった。  

キ肉ワ匝ド：臨床実習，看護学生，自覚的疲労症状，因子分析，6因子構造  

多い。しかしながら近年、学生の疲労に関す  

る研究は、健康管理上の問題として学生の生  

活全般に目をむけた検討がなされるようにな  

った7）8）。そのなかには、学生の疲労やスト  

レスが実習に起因していると指摘する報告9）  

10）＝）がめだつ傾向にあるが、その詳細は必  

ずしも充分とは云えない現状にある。   

本研究は、看護学生を対象に臨床実習にお  

ける自覚的疲労症状を縦断的に調査し、自覚  

的疲労症状の因子構造及びその変化を明らか  

にすることを目的に実施されたものである。  

1 緒  言   

看護教育において臨床実習（以下実習と略  

す）は、実際の看護を体験する学習の場とし  

て重要なものである1）。実習を適して患者の  

理解や看護実践力が高められる。しかしその  

一方で、実習中は看護学生（以下学生と略す）  

の身体的、あるいは精神的疲労が問題となる。  

著者2）らはすでに学生の実習における疲労と  

生活時間の実態を調査し、学生は実習中、疲  

労症状の訴え率が高く、「精神作業型・夜勤  

型3）」疲労を示すことを明らかにした。   

また学生の生活時間について、1日の大部  

分を実習とその復習、予習にあて、休息、趣  

味、散歩などの時間がすくなくなっている実  

態も判明した。これは実習が睡眠時問、生理  

的再生産の時間を少なくしていることを示唆  

するものと考えられた。   

従来、疲労に関する研究は勤労者の労働条  

件改善のために行われてきた4）。看護領域に  

おける疲労に関する研究も、就労看護婦を対  

象に同様の目的で実施されているもの5）6）が  

2 研究対象と方法  

1）研究対象   

対象はA大学医療技術短期大学部看護学科  

の平成4年から平成6年までの3年次学生合  

計226名（1期生74名、2期生78名、3期生  

74名）で、平均年齢は21．3歳である。   

なお、分析にあたっては解析に用いた全て  

の項目に有効な解答が得られた171名（1期  

生62名、2期生57名、3期生52名）を対象と  

＊九州看護福祉大学看護福祉学部看護学科  
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した。   

今回は各期生とも年齢、3年間のカリキュ  

ラム内容がほぼ同じであることから、3年間  

を一括して3年次女子学生として分析した。  

2）研究方法   

調査は学生が3年次に行う実習期間（21週  

間）の、開始前にあたる4月（以下実習前と   

資料1  

略す）、中間にあたる7月（以下実習中と略  

す）、終了後にあたる11月（以下実習後と略  

す）にそれぞ同意が得られた学生に調査票を  

手渡し、即日回収を実施した。自覚的疲労症  

状は出村12）らが作成した「自覚的疲労症状調  

査」を用いた。（資料1）  

大学生の疲労感に関する調査  

日常生活の中で一般的に疲労は身体的疲労（身）、神経・感覚的疲労（神）、精神的疲労（精）が複合して生じ  

ると考えられます。まず、以下の項目の内容の疲労時に感じる強さや程度を5段階（⑤強くそのように感じる  

④そのように感じる ③どちらかと言えばそのように感じる ②あまりそのように感じない  

感じない）で回答して下さい。該当する数字に○をつけて回答して下さい。  

（∋全くそのように  

1 視力が低下してくる （神）  

2 体が動かなくなる （神）  

3 冷たい飲み物が飲みたくなる （精）  

4 考えがまとまらなくなる （精）  

5 頭が痛くなる （身）  

6 考えるのが嫌になる （精）  

7 頭がぼんやりしてくる （精）  

8 思考力が低下してくる （精）  

9 足がだるくなる （神）  

10 集中力がなくなる （精）  

11ふくらはぎがだるくなる （判り  

12 肩がこってくる （身）  

13 気持ちが暗くなる （精）  

14 首筋がこってくる （身）  

15 物事に熱心になれなくなる （精）  

16 無口になる （精）  

17 何事も面倒くさくなる （精）  

18 のどが渇いてくる （身）  

19 ねむくなる （神）  

20 動くのが嫌になる （精）  

21日が疲れてくる （神）  

22 全身がだるくなる （神）  

23 頭が重くなる （身）  

24 動作が鈍くなる （神）  

25 何もしたくなくなる （精）  

26 筋肉痛になる （身）  

27 座りたくなる （精）  

目がぼおっとする （神）  

いらいらしてくる （精）  

立っているのがつらくなる  

口が渇いてくる （身）  

54321  28  

543 21  29  

54321  30  

54321  31  

54321  32  

54321  33  

54321  34  

54321  35  

54321  36  

54321  37  

54321  38  

54321  39  

54321  40  

54321  41  

54321  42  

54321  43  

54321  44  

54321  45  

54321  46  

54321  47  

54321  48  

54321  49  

543 21  50  

54321  51  

54321  52  

54321  53  

543 21  54  

54321  

54321  

（精）54321  

54321  

足が重くなる （身）  

体のどこかがだるくなる （神）  

短気になる （精）  

ため息が出るようになる （精）  

腰が痛くなる （身）  

無表情になる （精）  

なんとなくだるくなる （神）  

無気力になる （精）  

怒りっぼくなる （精）  

口をききたくなくなる （精）  

根気がなくなる （精）  

人と話をするのが嫌になる（精）  

体が重く感じる （身）  

音楽が開きたくなる （精）  

動作に失敗が多くなる （精）  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

54321  

横になりたくなる （精）  

風呂に入りたくなる （精）  

いつも眠気がある （神）  

朝起きるのがつらくなる  

考え方が自己本位になる  

あくびがよく出る （精）  

気が散るようになる （精）  

目がしょぼしょぼしてくる  

54321  

54321  

54321  

（精） 54321  

（精） 54321  

54321  

54321  

（神）54321   
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てくる」などから「口渇」と命名した。   

第6因子は「短気になる」「怒りっぼくな  

る」などから「易悠性」と命名した。  

2）実習中の因子構造（表2）   

第1因子は「思考力・集中力の低下」、第  

2因子は「易怒性」と命名した。   

第3因子は「足が重くなる」「ふくらはぎ  

がだるくなる」など身体のだるさが下肢に関  

することから「下肢倦怠感」と命名した。   

第4因子は「眼の疲労」、第5因子は「口  

渇」と命名した。   

第6因子は「肩がこってくる」「首筋がこ  

ってくる」などから「肩こり」と解釈し命名  

した。  

3）実習後の因子構造（表3）   

第1因子は「怒りっぼくなる」「物事に熱  

心になれなくなる」など否定的な情動や無気  

力に関する項目から「易怒性、思考力・集中  

力の低下」と命名した。   

第2因子は「体のどこかがだるくなる」  

「足が重くなる」などから「全身・下肢倦怠  

感」と命名した。   

第3因子は「座りたくなる」「朝起きるの  

がつらくなる」「横になりたい」などから  

「休息欲求」と命名した。   

第4因子は「眼の疲労」、第5因子は「口  

渇」、第6因子は「肩こり」と解釈し命名し  

た。   

3）統計解析   

今回は因子分析法による検討をおこなっ  

た。因子分析ではまず、自覚的疲労症状の調  

査項目を用いて、主因子解を求めた後バリマ  

ックス回転を行なった。自覚的疲労症状は縦  

断的に実習前・中・彼の因子構造を明らかに  

した。なお、解析にはSAS（Statistical  

AnalysisSystem）を用いた。  

3 結  果  

自覚的疲労症状の因子構造  

1）実習前の因子構造（表1）   

因子分析の結果6因子を抽出した後、それ  

ぞれの因子負荷量の高い項目を解釈し命名を  

行った。   

第1因子は「思考力が低下してくる」「考  

えがまとまらなくなる」などの項目の因子負  

荷量が高いことから「思考力・集中力の低下」  

と解釈し命名した。  

第2因子は「ふくらはぎがだるくなる」「横  

になりたくなる」など全身に自覚されるだる  

さに関する項目から「全身倦怠感」と命名し  

た。   

第3因子は「頭が重くなる」「目が疲れて  

くる」などから「眼の疲労」と命名した。   

第4因子は「無表情になる」「口をききた  

くなくなる」などから「失感情」と命名した。  

第5因子は「のどが渇いてくる」「口が渇い  
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表1看護学生の臨床実習における自覚的疲労因子 （実習前）  

22全身がだるくなる 
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表2 看護学生の臨床実習における自覚的疲労因子 （実習中）  

8思考力が低下してくる 

47横にろりたく六る 
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表3 看護学生の臨床実習における自覚的疲労因子 （実習後）  

25 何もしたくなくなる  

13 気持ちが暗くなる  

24 動作が鈍くなる  
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4）実習前・中・後における自覚的疲労症状  

の因子構造の変化（図1）   

実習前に「思考力・集中力の低下」と解釈  

された各項目は実習中も同じ因子項目とな  

り、実習後は「易怒性、思考力・集中力の低  

下」と「休息欲求」に分かれた。   

実習前に「全身倦怠感」と解釈された各項  

目は実習中「下肢倦怠感」へ、実習後は「全  

身・下肢倦怠感」となった。   

実習前に「眼の疲労」と解釈された各項目  

は実習中「眼の疲労」と「肩こり」へ分かれ、  

実習後は実習前と同じとなった。   

実習中に「肩こり」と解釈された各項目は  

実習後も同じような因子項目として残った。   

実習前に「共感情」と解釈された各項目は  

実習中「易怒性」へ、実習後は「易怒性、思  

考力・集中力の低下」となった。   

実習前の「口渇」は実習中、実習後とも同  

じ因子項目として残った。   

実習前に「易怒性」と解釈された各項目は  

実習中も同じとなり、実習後は「易怒性、思  

考力・集中力の低下」となった。  

実習後  実習前  実習中   

図1実習前・中・後における「自覚的疲労症状」の因子構造の変化  
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4 考  察  

1）自覚的疲労症状について   

小木－3）によると、疲労は、「ある活動をそ  

のまま続ければやがてへばり、休めば回復す  

ると予測できるかたちでおこる体内変化であ  

って、それによって活動自身にもそれとわか  

る変化を伴って休息を求めている状況」であ  

る。労働によってさまざまの体内変化がおこ  

るが、そのうち休息によって回復する生理的  

な範囲の変化が疲労にあたる13）。学生の臨床  

実習は1人の患者を受け持ち、看護を展開す  

るので、常時、患者の状況に応じて医療看護  

サービスを提供しなければならない。従って、  

臨床実習は学習とはいえ看護活動に等しく、  

行動の意味はことなるが、看護労働の疲労と  

解釈できる一面をもっている。   

疲労は自覚的な疲労感を調査する方法が用  

いられていることが多い。我国では自覚的疲  

労の調査方法として日本産業衛生学会・産業  

疲労研究会が作成、その後改訂した1d））「自  

覚症状しらべ」を用いる報告が多い5）6）15））  

16）。これに対して、出柑2）らは自覚的疲労症  

状が性別および、年齢別によってその訴え率  

を異にすることから、青年期にある大学生に  

適した質問票を作成した。本研究では対象が  

青年期の学生であるためこの調査票を採用し  

た。豊島17）らによれば、出村らの質問票を用  

いて大学生を対象に自覚的疲労症状の因子構  

造とその性差の検討をしたところ、因子構造  

に大きな性差はないとしている。  

2）実習前・中・後における自覚的疲労症状  

因子構造の変化について   

実習前の因子として「共感情」は、自分の  

感情について表現できにくくなる状態18）で、  

実習に対する不安や緊張に起因するものと考  

えられる。Grandjean19）は、疲労の1つの要因  

として責任、悩み、葛藤などの心理的要因を  

あげている。学生は3年次で4月の実習開始  

直前であるため、臨床実習に心身ともに適応  

しなければならない準備状態がストレスとな  

っていると推測される。また、「いらいらす  

る」「落ちつかない」「悩みがある」「不安で  

ある」「時間に追われている」などの症状が  

ある場合ストレス20）といわれる。「思考力・  

集中力の低下」「易怒性」はストレス状態に  

起因した症状と云えよう。一般的にはストレ  

ス状態が疲労状態を生起する20）1つの要因と  

考えられている。   

実習中の因子として抽出された「下肢倦怠  

感」は実習前の「倦怠感」と異なり「倦怠感」  

は下肢を意識している。中嶋21）らは日勤看護  

婦の勤務前後の下肢の筋力を測定して、「足  

がだるい」訴えと筋力の低下が関連すると指  

摘している。学生の実習においても立ち作業  

が多いことを考えると、実習中の疲労因子と  

して「下肢の疲労」が抽出されたことは、看  

護業務の特徴から当然の結果と云えよう。病  

棟看護婦が仕事後いつもあると訴える身体的  

症状に「足がだるい」「肩が凝る」が22）ある。  

今回学生の「肩こり」は、実習中及び実習後  

の因子として抽出されている。これも看護実  

働による身体的疲労症状の出現と考えられ  

る。   

一方、実習中の「易怒性」は実習前の「共  

感情」が内的感情であったのに対して外的感  

情と考えられ、表現の形を変化させたものと  

推測される。  

実習後の因子として抽出された「休息欲求」  

は、実習で自覚された疲労の実感が総括的に  

意識として表現されたと考える。疲労は、人  

の生活を構成する労働活動と休息の交代を促  

す日常的な現象である23）。学生の「休息欲求」  

は、実習での看護活動と休息の交代を促す疲  

労現象といえよう。このことは人間の基本的  

な生理的欲求24〉とも考えられる。   
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17）豊島慶男、出相模一、小林秀紹、松尾典  

子他、自覚的疲労症状の因子構造とその  

性差、医学教育、39（2）：239－245（1993）  
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鬱病、有斐開運書、126－127  
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427¶436（1968）  

20）斉藤良夫、労働者の疲労とストレス、42   
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5 結  論   

自覚的疲労症状の因子構造は、実習前・  

中・後に共通して「思考力・集中力の低下」  

「易怒性」「全身倦怠感」「眼の疲労」「口渇」  

の因子が明らかになった。そして特徴として、  

実習前の「失感情」、実習中の「下肢倦怠感」  

と「肩こり」、そして実習後の「易怒性、思  

考力・集中力の低下」と「休息欲求」因子が  

明らかになった。   

以上、臨床実習における看護学生の自覚的  

疲労症状因子と実習前・中・後の因子の変化  

は明らかになった。  
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A鮎on由tl且d呈nal巨；tudyonⅣurs呈ngSttユdentsSⅥbjeetive『eelingsof野ati酢1e  

in Nursing Praceice 

No㌘iko朋A甘SUO  

Summary   

nlePurPOSeOfthisstudywastoconductlongitudinalinvestlgationintosubjectivefeeling  

OffatigueinnurslngPraCticefornul・SlngStudentsandtoidentifythefactorsinsubjective  

feelingoffatigueandtheil・Changes．Thesubjectsofthisstudywel・e266third－year－gl・ade  

studentsintheDepartmentofNursing，A UniversltyCollegeofMedicalSciences．Their  

Subjectivefeelingsoffatigue（before，duringandafternul◆Singpractice）wel・einvestigatedby  

usingtheitemsfortheillVeStigationintosu切ectivefeelingoffatigue（54items）andthefactor  

analysISWaSCOnducted．Asaresult，6factorsofsu切ectiveftelingoffatigueweregotineach  

PeriodandthestructureofphenomenaofnurslngSttldents，fatigueinnurslngPl▲acticewas  

SOIved・Thefactorswhichwereiderltifiedasdifferentonesineachperiodwel・e“lossof  

‖ emotion”beわ1Tenul・SmgPraCtice，“Weaknessinthelegs and“stjffneck”duringl－urSlng  

practiceand“desireforrest”afternurslngPraCtice・  

keywords：nurslngpl・actice，nurSlngStudent，Subjectivefbelingoffatlgue，factoranalysIS，  

6 factors 
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